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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年9月18日(2008.9.18)

【公開番号】特開2007-226203(P2007-226203A)
【公開日】平成19年9月6日(2007.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-034
【出願番号】特願2006-354700(P2006-354700)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/06     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/147    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   5/08    １０５　
   Ｇ０３Ｇ   5/06    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   5/08    ３１１　
   Ｇ０３Ｇ   5/08    ３０１　
   Ｇ０３Ｇ   5/147   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月1日(2008.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置において第１の端部から回転の駆動力が伝達されることにより回転させら
れる円筒状基体と、
　前記円筒状基体上に形成される感光層と、
を備え、
　潜像形成領域における暗電位は、前記円筒状基体の軸方向に沿って同一の帯電能力で帯
電させた場合に、前記第１の端部から該第１の端部とは反対側の第２の端部に向かって漸
次大きくなることを特徴とする、電子写真感光体。
【請求項２】
　前記感光層は、光導電層を含んでなり、
　前記潜像形成領域における暗電位は、前記軸方向において、前記第１の端部から前記第
２の端部に向かって漸次大きい、請求項１に記載の電子写真感光体。
【請求項３】
　前記感光層は、光導電層および表面層を含んでなり、
　前記潜像形成領域における暗電位は、前記軸方向において、前記第１の端部から前記第
２の端部に向かって漸次大きい、請求項１に記載の電子写真感光体。
【請求項４】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、３００Ｖ以上６００Ｖ以下の
中から選定される一の電圧値で前記感光層を帯電させたときの前記軸方向の暗電位の測定
値との関係を示す１次近似直線の傾きは、０．４Ｖ／ｃｍ以上１．５Ｖ／ｃｍ以下である
、請求項１ない３のいずれかに記載の電子写真感光体。
【請求項５】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、３００Ｖ以上６００Ｖ以下の
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中から選定される一の電圧値で前記感光層を帯電させたときの前記軸方向の暗電位の測定
値との関係を示す１次近似直線により得られる値と、前記測定値との差の絶対値は、１０
Ｖ以下である、請求項４に記載の電子写真感光体。
【請求項６】
　前記感光層は、シリコン系無機物材料を含んでいる、請求項１ないし５のいずれかに記
載の電子写真感光体。
【請求項７】
　円筒状基体および該円筒状基体上に形成される感光層を含んでなる電子写真感光体と、
　前記電子写真感光体の軸方向における第１の端部に回転の駆動力を伝達する駆動力伝達
部と、
　前記軸方向に沿って同一の帯電能力を有する帯電器と、
を備え、
　前記電子写真感光体における潜像形成領域の暗電位は、前記基体の軸方向に沿って同一
の帯電能力で帯電させた場合に、前記第１の端部から前記第１の端部とは反対側の第２の
端部に向かって漸次大きくなることを特徴とする、画像形成装置。
【請求項８】
　前記感光層は、光導電層を含んでなり、
　前記潜像形成領域における暗電位は、前記軸方向において、前記第１の端部から前記第
２の端部に向かって漸次大きい、請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記感光層は、光導電層および表面層を含んでなり、
　前記潜像形成領域における暗電位は、前記軸方向において、前記第１の端部から前記第
２の端部に向かって漸次大きい、請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、３００Ｖ以上６００Ｖ以下の
中から選定される一の電圧値で前記感光層を帯電させたときの前記軸方向の暗電位の測定
値との関係を示す１次近似直線の傾きは、０．４Ｖ／ｃｍ以上１．５Ｖ／ｃｍ以下である
、請求項７ないし９のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記１次近似直線により得られる値と、前記測定値との差の絶対値は、１０Ｖ以下であ
る、請求項１０に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記感光層は、シリコン系無機物材料を含んでいる、請求項７ないし１１のいずれかに
記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記帯電器は、非接触型帯電器であり、
　前記潜像形成領域における前記感光層から前記帯電器までの距離は、前記軸方向におい
て、前記第１の端部から前記第２の端部に向かうにつれて、漸次長くなる、請求項７ない
し１２のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、前記潜像形成領域における前
記感光層から前記非接触型帯電器までの距離の測定値との関係を示す１次近似直線の傾き
の絶対値は、１０μｍ／ｃｍ以上１００μｍ／ｃｍ以下である、請求項１３に記載の画像
形成装置。
【請求項１５】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、前記潜像形成領域における前
記感光層から前記非接触型帯電器までの距離の測定値との関係を示す１次近似直線により
得られる値と、該前記測定値との差の絶対値は、７００μｍ以下である、請求項１４に記
載の画像形成装置。
【請求項１６】
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　前記帯電器は、接触型帯電器であり、
　前記潜像形成領域における前記感光層と前記接触型帯電器とのニップ幅は、前記軸方向
において、前記第１の端部から前記第２の端部に向かって、漸次小さくなる、請求項７な
いし１２のいずれか１つに記載の画像形成装置。
【請求項１７】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、前記ニップ幅の測定値との関
係を示す１次近似直線の傾きは、０．００４ｍｍ／ｃｍ以上０．０８ｍｍ／ｃｍ以下であ
る、請求項１６に記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　前記軸方向における前記第１の端部側の端からの距離と、前記ニップ幅の測定値との関
係を示す１次近似直線により得られる値と該測定値との差の絶対値は、０．５ｍｍ以下で
ある、請求項１７に記載の画像形成装置。
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